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監査

� 財務諸表監査における開示（注

記情報）への対応

IAASBは、近年の財務報告におけ

る開示の多様化、複雑化を受け、

2010年以降、財務諸表監査における

開示（注記情報）への対応に関連し

て国際監査基準（ISA）の改訂や特

定の開示（注記情報）に関連したガ

イダンスの公表を行うべきか検討を

続けてきた。2014年５月に、ISAの

改訂に関する公開草案「財務諸表監

査における開示への対応」（コメン

ト期限：2014年９月）を公表し、公

開草案には、70通のコメントレター

が寄せられた。今回の会議では、コ

メントや前回までの審議を踏まえ、

改訂基準の最終化に向けた審議が行

われた。議論された主な点は、以下

のとおりである。

� 定性的な開示（注記情報）の重

要性（ISA320）

2014年12月会議において、タスク・

フォースは、ISA320「監査の計画及

び実施における重要性」に、定性的

な開示（注記情報）の虚偽表示の重

要性に関する暫定決定を求める要求

事項を追加する提案を行ったが、ボー

ドメンバーから、プロジェクトの最

終段階で実質改訂を行うべきではな

いとのコメントや、国際会計基準審

議会（IASB）において重要性に関

するプロジェクトが進行中であるた

め、現段階で改訂を行うのは適切で

はない等のコメントがあった。

そこで今回、タスク・フォースか

ら、要求事項ではなく適用指針を追

加し、定性的な開示（注記情報）に

おける虚偽表示が財務諸表の利用者

の経済的意思決定に影響を与えると

合理的に見込まれるかどうかを検討

する際に監査人が考慮する要因につ

いて例示してはどうかとの提案があっ

た。議論の結果、記述の一部修正を

行った上で、タスク・フォースの提

案が受け入れられた。
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１ 公表物の承認

国際監査・保証基準審議会

（IAASB）会議報告（第68回会議）

国際監査・保証基準審議会（IAASB：InternationalAuditingandAssuranceStandardsBoard）の第68回ⅰ会議が、

2015年３月16日から20日までブリュッセルで開催された。会議には、パブリック・メンバー３名（オーストラリア

監査・保証基準審議会議長、ベルギーの銀行監督当局者及びINTOSAI（最高会計検査機関国際組織）からの代表）、

非実務家５名（アメリカ、イギリス、カナダ、ドイツから各１名、オランダ選出の議長１名）、実務家９名（アメ

リカから３名、アイルランド、オーストラリア、フランス、ブラジル、ロシア、日本から各１名）の計17名のボー

ドメンバーと各ボードメンバーのテクニカル・アドバイザー、さらにオブザーバー３名（日本の金融庁・企業会計

審議会、欧州委員会（EC）及びIAASBの諮問助言グループ（CAG：ConsultativeAdvisoryGroup）議長）及び公益

監視委員会（PIOB：PublicInterestOversightBoard）のメンバー１名、IAASBスタッフの総勢40数名が参加した。

日本からは、日本公認会計士協会より住田清芽（ボードメンバー）、甲斐幸子（テクニカル・アドバイザー）が

参加したほか、金融庁（企業会計審議会）より五十嵐則夫委員がオブザーバーとして参加した。以下、会議の概要

を報告する。

日本公認会計士協会 常務理事
国際監査・保証基準審議会メンバー 住

すみ

田
だ

清
さや

芽
か

国際監査・保証基準審議会テクニカル・アドバイザー 甲
か

斐
い

幸
さち

子
こ
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ⅱ� 総勘定元帳及び補助元帳以外か

ら入手され開示される情報（注記）

に関連する内部統制（ISA315）

公開草案に対して、開示（注記情

報）は、帳簿体系の外のプロセスに

より作成される場合があり、開示

（注記情報）の作成に関連する内部

統制は、取引種類と会計事象に係る

アサーションや期末の勘定残高に係

るアサーションに関連する内部統制

とは異なることがあるため、開示

（注記情報）の作成に関連する内部

統制の理解について規定を追加して

はどうかというコメントがあったこ

とを受け、検討が進められていた。

議論の結果、ISA315「企業及び企

業環境の理解を通じた重要な虚偽表

示リスクの識別と評価」に含まれる、

財務報告に関連する情報システムの

理解に関する要求事項を改正し、当

該理解には、総勘定元帳及び補助元

帳以外から入手され、財務諸表に開

示される情報（注記）に関連する情

報システムの理解も含まれる旨を追

加し、さらに、適用指針で説明を加

えることになった。

ⅲ� 識別した虚偽表示の集計（ISA

450）

公開草案に対して、定性的な開示

（注記情報）の虚偽表示の集計や評

価に関する指針を強化するべきとの

コメントがあったことを受け、タス

ク・フォースは、ISA450「監査の過

程で識別した虚偽表示の評価」にお

いて、明らかに僅少なものを除き、

識別した虚偽表示を集計することを

求める要求事項に関する適用指針に、

定性的な開示（注記情報）の虚偽表

示に関する記述を追加することを提

案した。

議論において、一部のボードメン

バーから、財務諸表本表や注記に含

まれる金額も、質的な側面から虚偽

表示となる場合もあるため、そのこ

とを踏まえた記述とする必要がある

とのコメントがあった。その結果、

適用指針において、財務諸表本表の

虚偽表示と注記の虚偽表示のそれぞ

れに関する説明を設けた上で、虚偽

表示の集計（accumulation）に関す

る記述として、明らかに僅少ではな

く集計の対象となる虚偽表示のうち、

内容又は状況による虚偽表示（mis-

statements by nature or circum-

stances）は、金額による虚偽表示

（misstatementsofamounts）のよう

に足し込む（addtogether）ことは

できないが、未修正の虚偽表示が重

要であるかどうか判断する際、個別

に、また、他の虚偽表示と合わせて評

価される旨を説明することとなった。

審議の結果、参加ボードメンバー

全員の賛成により、全部で15本の

ISA（ISA200、315、320、330、450、

700等）の改訂が承認された。改訂

基準は、今後、PIOBでの審議を経

て公表され、2016年12月15日以降終

了する事業年度に係る監査から適用

となる予定である。

IAASBは、2014年まで、監査報告

の改訂に係るプロジェクトに活動の

焦点を置いていたが、関連するISA

が2014年９月に最終化、2015年１月

に公表されたことを受け、2014年後

半から、新規のプロジェクトを開始

している。新規のプロジェクトは、

クラリティ版ISAの適用状況のモニ

タリングを行うプロジェクト（ISA

適用後モニタリング・プロジェクト。

2013年７月に報告書を公表）の調査

結果等を踏まえ、IAASBの2015年以

降の作業計画に含められた。今回の

会議では、以下の３つのプロジェク

トに関して、今後の方向性の議論が

行われた。

� 品質管理基準

IAASBは、ISA適用後モニタリン

グ・プロジェクトの調査結果のほか、

監査規制当局とのアウトリーチ活動

（検査結果報告書での指摘事項を含

む）も踏まえ、品質管理に係る基準

（国際品質管理基準（ISQC）１「財

務諸表の監査及びレビュー並びにそ

の他の保証及び関連サービス業務を

行う事務所の品質管理」及びISA

220「監査業務における品質管理」）

の改訂に関する検討を開始している。

今回の会議では、作業グループから、

品質管理に関連する論点が、以下に

分類されて提示された。

・ 「監査品質の枠組み」（2014年２

月公表）の記述との整合性

・ 監査事務所のガバナンス

・ シェアード・サービス・センター

及びアウトソーシングの利用

・ 監査の不備の改善（根本原因分

析を含む）

・ 審査

・ 業務規模に応じた適用、監査以

外の業務への適用

今後のプロジェクトの進め方とし

ては、ディスカッション・ペーパー

を公表し、論点につき意見募集する

こと、また、中小規模の監査事務所
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特有の論点に関しては、調査票の公

表により、中小規模の監査事務所を

ターゲットとした意見募集を行うこ

と（調査票は2015年２月に公表済み）

が提案された。また、ディスカッショ

ン・ペーパーにおいて、現在までに

把握している論点に関して、それぞ

れ、短期的なアクション（約２年間

を想定）及び長期的なアクション

（２年間より相当長い期間を想定）

のいずれにより対応する予定なのか

分類を示すことが提案された。

提案に対して、ボードメンバーか

ら、ディスカッション・ペーパー及

び調査票の公表による意見募集の実

施には支持があったが、ディスカッ

ション・ペーパーの内容に関しては、

アクションを短期と長期に分類する

ことは適切ではなく、論点の優先度

合も含め、広く意見募集を行うべき

等のコメントがあった。また、議案

において、ISQC1の改訂の方法につ

いて、「リスクに基づくアプローチ

（riskbasedapproach）を取り入れ

る」といった表現がされていたが、

監査事務所の品質管理のシステムの

要素には、例えば経営者の気風

（toneatthetop）等、リスクに基づ

くアプローチとすることが適切でな

い部分も存在し、誤解を招くため、

当該表現の使用は適切ではないとい

う意見があった。

� グループ監査

IAASBは、ISA適用後モニタリン

グ・プロジェクトの調査結果のほか、

監査規制当局とのアウトリーチ活動

（検査結果報告書での指摘事項を含

む）も踏まえ、ISA600「グループ監

査」の改訂に関する検討を開始して

いる。今回の会議では、現在までに

作業グループが把握している論点が、

①ISA適用後モニタリング・プロジェ

クトの調査結果、②監査規制当局か

らの指摘（検査結果報告書における

指摘事項等）、③公開草案「ISAの

改訂に関する提案：財務諸表監査に

おける開示への対応」（上記「１．�

財務諸表監査における開示（注記情

報）への対応」参照）に対して受領

したコメントレターにおけるISA

600の改訂に関する指摘に分けて説

明され、今後のプロジェクトの進め

方として、ディスカッション・ペー

パーを公表し、論点につき、広く意

見募集することが提案された。

また、会社が設立又は登録されて

いる国と、会社の事業活動が実際に

行われ、会計記録等が保管されてい

る国が異なるため、エンゲージメン

ト・パートナーが所属する監査事務

所と実際の監査業務を行う監査事務

所の所在する国が異なる状況におけ

る監査（通称、「レター・ボックス

監査」という。）に対するISA600

「グループ監査」の適用に関する論

点については、以下のとおりアクショ

ンを短期と長期の２段階に分けては

どうかという提案があった。

① 短期的なアクション

スタッフ・ペーパーを公表し、

当該監査に関連するすべてのISA

の遵守が必要なこと、特にISA

220（監査業務の指示、監督、査

閲に関する要求事項を規定）はす

べての監査に適用となることにつ

いて注意喚起を行う。

② 長期的なアクション

他の論点を含め、ISA600の改

訂を行う。

これに対して、作業グループによ

る論点の取りまとめの方向性及びディ

スカッション・ペーパーによる意見

募集を行うことには、ボードメンバー

から賛同のコメントがあった。一方

で、レター・ボックス監査に関して

は、スタッフ・ペーパーは規範性が

なくISAの規定以上の記述ができな

いという限界があること、レター・

ボックス監査の問題は複雑であり、

スタッフ・ペーパーではいずれにし

ても問題のすべてを解消することは

できないこと、記載内容によっては、

かえって誤解を招く可能性があると

の懸念の指摘がある一方で、短期的

なアクションの必要性については支

持があったことから、作業グループ

でさらに検討を進めることとなった。

� 金融機関の監査に係る特別考慮

事項

IAASBは、ISA適用後モニタリン

グ・プロジェクトの調査結果のほか、

バーゼル銀行監督委員会が、「銀行

の外部監査 （Externalauditsof

banks）」（2014年３月公表）の策定

過程において、2013年３月にIAASB

にレターを送付し、銀行の監査にお

ける特有のリスクに対処するための

ISAの強化を要請していること等を

踏まえ、金融機関の監査に係る特別

考慮事項に関するプロジェクトを開

始している。今回が第１回目の審議

であり、作業グループから、現在ま

でに作業グループが行ったアウトリー

チ活動の結果について報告があった

ほか、今後のプロジェクトの進め方

について提案がされた。

今後のプロジェクトの進め方につ

会計・監査ジャーナル No.720 JUL.2015 17



監査

いては、作業グループから、以下の

２つを行ってはどうかとの提案がな

された。

① 国際監査実務ノート（IAPN）

の策定

金融機関の監査人と金融機関の

監督当局の関係について扱う

IAPNの他、金融機関の監査に関

連し、特に重要であり早期の対応

が必要な論点（IFRS第９号によ

り導入された予想信用損失モデル

に基づく貸倒引当金、専門家の業

務（保険数理人等）の利用）につ

いて扱うIAPNを策定する。

② ISAの改訂

改訂に先立ち、まずディスカッ

ション・ペーパーを公表して、必

要なISAの改訂について意見募集

を行う。

ボードメンバーからは、金融機関

の監査人と金融機関の監督当局の関

係について扱うIAPNの策定につい

ては賛同が得られたものの、その他

については、いずれの論点を扱うべ

きか、また、対応方法（IAPNの策

定又はISAの改訂）について判断す

るにはまだ情報収集が足りず、まず

はディスカッション・ペーパーの公

表により、対応すべき論点や方法に

つき、広く意見募集をする必要があ

るとの意見が多かった。

また、上記�から�の３つのプロ

ジェクトのいずれも、今後の進め方

として、ディスカッション・ペーパー

による意見募集が提案されており、

プロジェクト間で共通する論点があ

ることや、回答者の便宜等を考慮し、

３つのプロジェクトの共同によるディ

スカッション・ペーパーの策定を検

討してはどうかとの意見が出された。

� 監査報告（ISA810）

IAASBは、2014年９月に最終化さ

れた新しい監査報告関連基準を受け

て、ISA800「特別な考慮事項－特別

目的の財務報告の枠組みに準拠して

作成された財務諸表に対する監査」、

ISA805「特別な考慮事項－個別の財

務表又は財務諸表項目等に対する監

査」及びISA810「要約財務諸表に対

する報告業務」に必要となる変更に

ついての検討を開始しており、2015

年１月に、ISA800及びISA805の改

訂に関する公開草案を公表している。

一方で、ISA810については、ISA810

業務の性質は財務諸表監査と実質的

に異なること、また、各国でのISA

810の適用状況を踏まえた検討が必

要であること等から、変更の要否に

ついての判断を先送りとし、2015年

１月公表の公開草案には含めていな

かった。

今回の会議では、IAASBスタッフ

から、新しい監査報告関連基準の結

果、現行のISA810の規定に問題が

生じる部分がないかについて、規定

の分析を行った結果と、今後の方向

性について以下の提案がなされた。

① 完全な一組の財務諸表に対する

監査報告書に「継続企業に関する

重要な不確実性」区分又はその他

の記載内容に重要な虚偽記載があ

る旨の記述が含まれている場合の

取扱いについては、現行の強調事

項区分及びその他の事項区分とし

ての取扱いから、新しい監査報告

関連基準において、別区分に変更

されていることから、関連する

ISA810の規定の修正の要否を早

期に議論する必要がある。限定的

な適合修正について、公開草案化

の審議を早期に行ってはどうか。

② それ以外に関するISA810の改

訂に関しては、NSS等に対するア

ウトリーチや2015年１月に公表し

たISA800及びISA805の改訂に関

する公開草案に対するコメントを

受け、必要と判断した場合にのみ、

別途、実施してはどうか。

ボードメンバーからは、限定的な

修正のみ行う方向性に対して、概ね

賛同が得られた。

今回の会議では、上記のほか、様々

な審議・報告やプレゼンテーション

が行われた。主な内容を以下に記載

する。

� 審議・報告

� 統合報告作業グループによる提

案の審議

� 国際会計士倫理基準審議会

（IESBA）の「違法行為又は違法

行為の疑いへの対応（Responding

toNon-ComplianceorSuspected

Non-Compliancewith Lawsand

Regulations）」プロジェクトの審

議状況のアップデート及びIAASB

基準において必要となる可能性の

ある適合修正に関する審議

� 国際実務ノート（IPN）の策定

プロセス及びISAに早期改訂が必

要な場合のデュー・プロセスの適

用に関する審議
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� 国際会計教育研究学会（IAAER）

及びIAASB等による委託調査研究

プログラムにより実施された調査

研究の結果報告

� プレゼンテーション

� 監査監督機関国際フォーラム

（IFIAR）：活動状況及び「2014

年検査指摘事項報告書」について

� 欧州委員会（EC）：法定監査

改革の施行について

� バーゼル銀行監督委員会：公表

物「銀行の外部監査」及び市中協

議文書「予想信用損失会計に関す

るガイダンス」について

� IAASBスタッフ：監査事務所に

よるアウトソーシングの実務につ

いての調査

〈注〉

ⅰ 会議回数は、IAASBの議事録で

の記載に合わせ、今回より電話会

議による会議の開催を含めて記載

している。
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